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約２０年間、ナノカーボンとして、ナノ

チューブとグラフェンを中心にその応用

展開を行ってきた。カーボンナノチューブ

は、その微細性から、量子性を容易に引き

出すことが可能であり、ショットキーバリ

アの厚さをゲートバイアスで制御するこ

とにより、単一電子トランジスタと共鳴ト

ンネル特性を連続的に観測できる。またそ

の中間には近藤共鳴も観測できた。 

 グラフェンは高い移動度の2DEGが表面

に露出しており、高感度のセンサー材料と

して最適である。我々はグラフェン表面を  図１, 電子の粒子性と波動性の連続的変化の観察 

鳥型および人型糖鎖で修飾することにより、疑似インフルエンザウイルスの人獣感染を選択的に

検出することに成功した。また真性ウイルスの糖鎖修飾グラフェンによる捕獲にも成功した。こ

れらの技術を展開することにより、高毒性のウイルスのその場迅速検出が可能になり、パンデミ

ック阻止に貢献できると期待される。 

 

 

 

 

 

図２、人形糖鎖及び鳥型糖鎖修飾グラフェン FET による擬似ウイルスの選択的検出 

 

 

 

 

 

 

図３、人型糖鎖修飾グラフェン FET による真性ウイルスの検出 
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